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ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
優
勝
で
閉

幕
し
た
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
。
日
本
選
手
の
活
躍
が

目
覚
ま
し
か
っ
た
。

　

日
本
代
表
の
グ
ル
ー
プ
は

ド
イ
ツ
代
表
、
ス
ペ
イ
ン
代

表
と
強
豪
チ
ー
ム
が
揃
う

「
死
の
グ
ル
ー
プ
」
の
一
つ

だ
っ
た
。
日
本
の
試
合
は
予

想
外
の
展
開
の
連
続
で
、
ド

イ
ツ
や
ス
ペ
イ
ン
に
早
々
得

点
を
許
し
た
時
は
「
も
う
あ

か
ん
」
と
叫
び
、
軽
い
は
ず

と
勝
手
に
決
め
て
い
た
コ
ス

タ
リ
カ
戦
の
敗
戦
―
。
日
本

代
表
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

進
出
の
報
に
、
日
本
サ
ッ
カ

ー
も
一
流
国
に
な
っ
た
の
だ

な
と
感
慨
深
い
。

　

日
本
と
い
う
国
は
本
当
に

不
思
議
な
国
だ
。
カ
ー
リ
ン

グ
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
普
段
あ

ま
り
注
目
さ
れ
な
い
競
技

が
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
フ

ィ
ー
バ
ー
が
起
こ
り
、
数
年

後
に
は
世
界
を
席
捲
す
る
。

　

と
は
言
え
、
強
豪
国
ひ
し

め
く
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
、

優
勝
へ
の
道
の
り
は
相
当
厳

し
い
だ
ろ
う
。
日
本
の
選

手
、
監
督
に
よ
る
日
本
流
の

サ
ッ
カ
ー
を
つ
く
り
あ
げ
て

欲
し
い
。
４
年
後
の
ワ
ー
ル

ド
も
楽
し
み
だ
。

 

（
Ｔ
）

政策学習会

カ
ジ
ノ
誘
致
の
是
非
が
焦
点

中
山
徹
氏（
奈
良
女
子

大
学
教
授

）が
大
阪
府
知
事
・
市
長
選
の
争
点
を
解
説

表　大阪に関する経済的指標 ※丸数字は都道府県の順位 　

協
会
は
４
月
９
日
投
開
票
の
大
阪
府
知
事
選
、
大
阪
市

長
選
の
ダ
ブ
ル
選
を
睨
み
、
政
策
学
習
会
を
昨
年
12
月
10

日
に
開
い
た
。
「
統
一
地
方
選
挙 
何
が
問
わ
れ
て
い
る
の

か
」
を
テ
ー
マ
に
中
山
徹
氏
（
奈
良
女
子
大
学
教
授
・
写

真
）
が
講
演
し
た
。
講
演
要
旨
を
掲
載
す
る
。

カ
ジ
ノ
頼
み
の

カ
ジ
ノ
頼
み
の

政
策
政
策

　

選
挙
の
争
点
が
こ
れ
ほ
ど

明
瞭
な
選
挙
は
な
い
。
大
阪

府
・
市
が
「
大
阪
経
済
の
起

爆
剤
」
と
し
て
進
め
て
き
た

カ
ジ
ノ
誘
致
の
是
非
が
大
き

な
争
点
と
な
る
。

　

過
去
３
回
の
ダ
ブ
ル
選
で

は
大
阪
市
を
廃
止
す
る
「
都

構
想
」
が
最
大
の
争
点
と
さ

れ
た
が
、
２
度
に
わ
た
る
住

民
投
票
で
否
決
さ
れ
た
。

「
都
構
想
」
に
失
敗
し
た
維

新
大
阪
府
政
・
市
政
に
と
っ

て
、
今
や
最
大
の
看
板
政
策

民
の
医
療
・
福
祉
を
受
け
る

権
利
と
引
き
換
え
に
戦
争
へ

の
準
備
を
優
先
さ
せ
る
の

か
」
と
批
判
し
た
。

　

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

に
つ
い
て
、「
平
和
憲
法
を

持
つ
日
本
へ
の
信
頼
が
崩
れ

る
」
と
し
た
上
で
、
安
全
保

障
に
か
か
わ
る
方
針
と
し
て

「
積
極
的
な
外
交
政
策
を
示

す
べ
き
だ
」と
訴
え
た
。ま
た
、

国
家
安
全
保
障
に
関
わ
る
重

要
課
題
を
閣
議
決
定
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
国
会
に
よ
る

国
民
的
議
論
を
求
め
た
。

自
己
負
担
の
一
部
を
公
費
負

担
す
る
神
戸
市
の
例
を
示

し
、
ど
こ
で
も
安
心
し
て
受

診
で
き
る
制
度
が
必
要
で
あ

る
と
指
摘
。「
府
が
公
費
負

担
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、

府
下
の
自
治
体
の
医
療
費
無

料
化
を
後
押
し
て
ほ
し
い
」

と
制
度
拡
充
を
強
く
求
め

た
。

　

医
療
機
関
等
の
経
営
支
援

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
や
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
府
が
実

施
す
る
制
度
を
、
府
下
す
べ

て
の
医
療
機
関
へ
周
知
を
徹

底
す
る
こ
と
を
昨
年
に
引
き

項
目
の
要
望
書
を
基
に
大
阪

府
と
交
渉
し
、
小
澤
力
理
事

長
、
戸
井
逸
美
、
吉
田
裕

志
、
平
尾
清
司
各
副
理
事

長
、
江
原
豊
理
事
、
事
務
局

７
人
が
参
加
し
た
。

　

交
渉
で
は
、
受
診
抑
制
対

策
に
関
し
、
福
祉
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象
拡
大
と
自
己

負
担
の
無
料
化
を
求
め
た

が
、
府
は
「
受
益
と
負
担
の

適
正
化
」
を
繰
り
返
し
た
。

協
会
は
就
学
前
の
子
ど
も
の

　

協
会
は
昨
年
12
月
14
日
、

患
者
の
受
診
抑
制
対
策
、
歯

科
医
院
経
営
等
へ
の
支
援
、

審
査
・
指
導
の
改
善
な
ど
38

続
き
要
請
し
た
。
そ
の
上

で
、
制
度
の
周
知
に
つ
い
て

は
協
会
も
協
力
で
き
る
と
の

申
出
に
、
府
は
実
施
す
る
支

援
事
業
実
施
の
際
に
は「（
協

会
へ
）
直
接
連
絡
す
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

審
査
・

指
導
の
改
善
で

は
、
新
規
個
別
指
導
で
録
音

に
事
前
申
請
が
必
要
と
の
説

明
を
受
け
た
事
例
が
協
会
に

寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
真
偽
を
質
し
た
。
こ
の

他
、
口
腔
保
健
事
業
の
充
実

や
コ
ロ
ナ
対
策
の
充
実
等
に

つ
い
て
交
渉
し
た
。

円
に
倍
増
す
る
た
め
の
財
源

に
復
興
税
の
転
用
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
に
、
コ
ロ
ナ
禍

や
物
価
高
騰
に
苦
し
む
国
民

を
さ
し
置
い
て
「
生
活
や
医

療
の
充
実
と
相
反
す
る
軍
事

費
増
額
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」
と
指
摘
。
昨
年
10
月

か
ら
の
75
歳
以
上
医
療
費
窓

口
負
担
２
倍
化
で
受
診
抑
制

が
起
き
て
い
る
と
し
、「
国

　

協
会
は
昨
年
12
月
19
日
、

政
府
が
16
日
に
閣
議
決
定
し

た
国
家
安
全
保
障
戦
略
、
国

家
防
衛
戦
略
、
防
衛
能
力
整

備
計
画
の
い
わ
ゆ
る
「
安
保

関
連
３
文
書
」
に
つ
い
て
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
と

軍
事
費
倍
増
を
内
容
と
す
る

強
行
改
定
に
抗
議
す
る
理
事

長
抗
議
談
話
を
発
表
し
た
。

　

談
話
は
、
軍
事
費
を
43
兆

で
あ
る
カ
ジ
ノ
誘
致
の
破
綻

だ
け
は
許
さ
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
カ
ジ
ノ
誘
致

が
進
み
、
大
阪
経
済
が
成
長

し
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う

で
も
な
い
。
２
０
０
８
年
に

橋
下
徹
知
事
（
当
時
）
が
誕

生
し
て
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
前
ま

で
の
大
阪
の
経
済
的
指
標
を

見
て
も
、
伸
び
が
目
立
つ
の

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
け
。
そ

の
他
は
後
退
し
て
い
る
。

　

３
大
都
市
圏
で
唯
一
人
口

を
減
ら
し
、
県
内
総
生
産
は

２
番
か
ら
３
番
に
後
退
。
一

人
あ
た
り
の
県
民
所
得
は
９

番
か
ら
12
番
に
順
位
を
下

げ
、
失
業
率
は
最
も
高
く
全

国
ワ
ー
ス
ト
の
47
番
と
な
っ

て
い
る
（
表
）
。
カ
ジ
ノ
誘

致
に
固
執
す
る
背
景
に
は
、

カ
ジ
ノ
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
頼
み
の
経
済
政
策
し
か
な

い
と
い
う
の
が
実
態
だ
。

地
域
経
済
に

地
域
経
済
に

マ
イ
ナ
ス

マ
イ
ナ
ス

　

カ
ジ
ノ
誘
致
は
、
大
阪
経

済
を
成
長
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か

地
域
経
済
に
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
与
え
る
。

　

カ
ジ
ノ
に
よ
る
雇
用
創
出

効
果
は
一
時
的
だ
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
ど
こ
ろ
か
カ
ジ
ノ
利

用
者
の
70
％
が
日
本
人
と
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
カ
ジ
ノ

に
訪
れ
る
外
国
人
が
、
地
域

観
光
で
お
金
を
落
と
し
て
く

れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

カ
ジ
ノ
の
賭
け
金
に
対

し
、
創
出
さ
れ
た
雇
用
で
支

払
わ
れ
る
賃
金
と
外
国
人
が

地
域
観
光
で
落
と
す
お
金
を

比
べ
る
と
、
間
違
い
な
く
賭

け
金
の
方
が
大
き
く
な
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
カ
ジ
ノ
は

大
阪
経
済
の
後
退
に
拍
車
を

か
け
か
ね
な
い
と
い
え
る
。

際
限
な
い

際
限
な
い

公
費
負
担

公
費
負
担

　

カ
ジ
ノ
誘
致
を
巡
る
問
題

も
後
を
絶
た
な
い
。
カ
ジ
ノ

用
地
の
夢
洲
は
液
状
化
や
地

盤
沈
下
の
恐
れ
が
指
摘
さ

れ
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の

問
題
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
上
、
市
が
カ
ジ
ノ
事

業
者
に
貸
し
出
す
用
地
の
賃

料
が
、
不
当
に
安
い
疑
惑
が

浮
上
し
、
市
民
が
住
民
監
査

請
求
を
す
る
事
態
と
な
っ
て

い
る
。
21
年
12
月
に
は
大
阪

市
会
が
、
夢
洲
の
土
壌
汚
染

対
策
費
等
と
し
て
約
７
９
０

億
円
を
負
担
す
る
決
定
を

し
、
カ
ジ
ノ
に
税
金
を
使
わ

な
い
と
し
て
き
た
歴
代
知
事

・
市
長
の
発
言
を
覆
し
た
。

　

事
業
者
優
遇
の
背
景
に

は
、
カ
ジ
ノ
事
業
に
参
画
す

る
「
事
業
者
の
数
」

が
あ

る
。
１
兆
円
以
上
の
莫
大
な

初
期
投
資
や
維
持
費
に
対
し

カ
ジ
ノ
事
業
者
は
１
社
。
こ

の
１
社
が
撤
退
す
る
と
カ
ジ

ノ
誘
致
は
終
わ
っ
て
し
ま
う

た
め
、
府
市
と
も
に
カ
ジ
ノ

事
業
者
を
ど
う
引
き
留
め
る

か
が
最
優
先
課
題
と
な
り
、

事
業
者
の
言
い
な
り
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

　

カ
ジ
ノ
に
か
か
る
費
用

を
、
府
市
が
際
限
な
く
負
担

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続

け
ば
、
大
阪
の
将
来
に
破
滅

的
な
負
債
が
残
る
。

カ
ジ
ノ
よ
り

カ
ジ
ノ
よ
り

医
療
・
暮
ら
し

医
療
・
暮
ら
し

　

カ
ジ
ノ
誘
致
は
、「
府
民

・
市
民
の
懐
を
手
に
し
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
府
市
財

政
を
骨
ま
で
し
ゃ
ぶ
る
」
こ

と
を
カ
ジ
ノ
事
業
者
に
許

す
。
現
在
国
が
審
査
中
の
カ

ジ
ノ
計
画
は
、

国
の
「
認

定
」
が
出
た
後
に
中
止
す
れ

ば
６
億
５
０
０
０
万
円
の
賠

償
金
が
発
生
す
る
。
ダ
ブ
ル

選
は
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と

な
く
カ
ジ
ノ
誘
致
を
止
め
ら

れ
る
最
後
の
機
会
と
い
え

る
。
府
民
・
市
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
選
択
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

協
会
は
１
月
14
日
の
理
事

会
で
、

４
月
９
日
投
開
票

（
３
月
23
日
告
示
）
の
大
阪

府
知
事
選
挙
に
出
馬
を
表
明

し
た
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー

（
辰
巳
孝
太
郎
・
写
真
）
氏

（
無
所
属
）
を
支
持
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

　

協
会
は
、
ダ
ブ
ル
選
へ
向

け
た
方
針
で
「
カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ

な
ど
大
型
開
発
の
推
進
に
対

峙
し
、
維
新
府
政
を
一
新
す

る
立
場
で
取
り
組
む
」
こ
と

を
総
会
決
定
し
た
こ
と
か

ら
、
候
補
者
支
持
を
検
討
し

た
。
た
つ
み
氏
は
、
協
会
も

プロフィール
　1976年大阪市西淀川区生まれ。
府立北野高校卒業。米エマーソン大
学卒業。此花区生活と健康を守る会
で生活相談に奔走。元日本共産党参
院議員。
　参議院議員時代は、参院国対副委
員長、予算委員会理事、経済産業委
員、ODA特別委員を歴任。府民の
声を国会に届けてきた。

参
加
す
る
「
明
る
い
大
阪
民

主
府
政
を
つ
く
る
会
」
が
擁

立
。
同
氏
の
政
策
を
示
し
た

確
認
書
で
、「
大
阪
カ
ジ
ノ

で
は
な
く
、
命
と
暮
ら
し
、

福
祉
・
医
療
を
最
優
先
に
す

る
大
阪
を
め
ざ
す
」
こ
と
を

掲
げ
る
点
を
評
価
し
、
支
持

決
定
に
至
っ
た
。

　

協
会
は
、
会
員
の
思
想
・

信
条
を
守
る
立
場
か
ら
、
党

派
選
挙
で
特
定
候
補
を
支
持

し
な
い
が
、
自
治
体
の
首
長

選
挙
は
、
保
険
医
の
要
求
実

現
が
保
障
さ
れ
る
場
合
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

小澤理事長
抗 議 談 話

第21回
理事会

2022大阪府交渉

「
安
保
３
文
書
」
閣
議
決
定
受
け

４
・
９
大
阪
府
知
事
選

軍
事
費
倍
増
に
反
対

た
つ
み
氏
の
支
持
決
定

子ども医療費
無料化迫る　

指標（下段は出典） 指標値の変化 指標値の変化期間

人口（万人）
　総務省統計局「人口推計」

 887
③

 881
③

2010年10月１日
 →2019年10月１日

県内総生産（兆円）
　内閣府「県民経済計算」

 37
②

 40.2
③ 2010年度→2018年度

一人あたり県民所得（百万円）
　内閣府「県民経済計算」

 2.89
⑨

 3.19
⑫ 2010年度→2018年度

失業率（％）
　総務省統計局「労働力調査」

 6.9
46

 2.9
47 2010年→2019年

訪日外国人数（万人）
　日本政府観光局「訪日外国人旅行者」

 201
②

 1152
② 2012年→2019年

本号同封
「保険でより良い
歯科医療を求める」
請願署名にご協力を


